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　表 1 でも明らかな通り、文化景観の外部効果認識の大きな契機は 1992 年（平成 4）の世界




















































































る（写真 1、2）。集落 165 軒の内、107 軒にカバタが存
在していることを全員が知っているため、側溝に汚水





























































































































倉敷市美観地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
大田市石見銀山 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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立つものであった。そして米国は 1934 年から 10 年間をかけて適性検査の基礎となる GATB
（General Aptitude Test Battery）を開発した。これは特性・因子理論が基になっていて、個
人の特性と職務に求められる要因を合理的に結びつける考え方である。日本では第二次大戦後、



























ことの価値観や、働く意味や、働き方などと関係している（Schein,1990 金井訳 2003; Schein, 
1995）。そのカテゴリーは次のように 8 つに分類されている。(a) 専門を極めること、(b) 人び


















素も含んでいる。職務満足を測定する尺度として JDI（Job Descriptive Index）がある（Smith, 
Kendall, & Hulin, 1969）。職務満足を、(a) 仕事自体への満足、(b) 給与への満足、(c) 昇進への
満足、(d) 監督への満足、(e) 同僚への満足、これらの五つの尺度でとらえ、各尺度 9 ～ 18 項
目の、計 72 項目で測定している。
　ところで、キャリアという概念は、内的と外的に分けて考えた方が、理解がしやすい。
Nicholson & Waal-Andrews（2005）は内的キャリアを次のように説明している。(a) 達成の誇
り、 (b) 内発的な職務満足、(c) 自尊心（self-worth）、(d) 仕事の役割や制度へのコミットメント
（積極的な かかわり）、(e) 充実をもたらす関係（それ自体に価 値・意味のある関係）、(f) 道徳
的満足感が含まれる。これに対して外的キャリアには、(a) 地位やランク（階層上の位置）、(b)
物質的成功（財産、所有物、収 入）、(c) 社会的評判、名誉、影響力、(d) 知識やスキル、(e) 友












良い状態だとは限らないと考え方がある（Bakker & Leiter, 2010）。
　その代表的な概念の一つがワーク・エンゲイジメントである。ワーク・エンゲイジメント
は、ポジティブで、達成感に満ちた、仕事に関連のある心の状態として、(a) 活力、(b) 熱意、




















期間における happiness や well-being を取り上げてきたが、ここからはキャリアという数十年
におよぶ一連の仕事人生について取り上げる。
　近年 calling という概念が注目されている。calling は日本語に翻訳する場合、「天職」と訳さ











あり (b) 満たされた感覚と人生の意味を感じる役割や活動で、(c) 社会の中で何かいいことを
やっている感覚や社会に貢献する活動をしている、(d) 仕事が名誉あるものだと動機づけられ
ており、(e) 一人ではなく、ネットワークや人との関係の中に見出されるものである（Dik & 
Duffy, 2009）。一方で、calling の源は個人の内面にあって、内省や反省や熟慮によって、自ら















きれば、即 career success だと言えるのだろうか。






この大きな循環が career success であると言えるだろう。そうであるならば calling は career 
success の一つの重要な要素と考えることができる。
　では career success はどのように定義されるのだろうか。まずキャリアであるが、人が仕事
に関わる経験の、何年にもわたる一連のつながりである（Arthur, Hall, & Lawrence, 1989）。
さらにそれが、個人が自身のキャリアについて考えていることと、そしてそれがどうなってい
くのかということを反映している subjective career と、ある程度外から見てわかるポジショ
ンや境遇、ステイタスなどを反映している objective career に二分される（Barley, 1989）。主
観的あるいは客観的キャリアはそれぞれどちらが先で、それにどちらが後に続くのかで主張





　これにしたがって、subjective career success は人が重要であると考えているあらゆる側面
において、その人の内面で、自身のキャリアが評価に値するものであると考えていることであ
る（Van Maanen, 1977）。一方、objective career success はその人のキャリアの外形的な見え
方が指標となるものである。それは、職業、家族の経歴、収入、仕事のレベル、社会的ポジショ
ン、キャリアアップなどのキャリアの移行などを含んでいる（Van Maanen, 1977）。したがっ
て subjective career success はそのような外形基準ではなく、自分自身が主観的に感じるもの
であり、objective career success は、逆に外部からの社会的な、目に見える具体的な指標に





　このような主観的、客観的キャリア論に対して、Arthur, Khapova, and Wilderom（2005）
は過去の 65 の論文を調べ、それらが客観論なのか、主観論なのか、あるいは両方に言及して
いるのか分析し、そのような二元論ではなく、またキャリアの組織内の移行も会社外への移行













ている（Kahneman, Krueger, Schkade, Schwarz, & Stone, 2006）。しかし逆に、失業は不幸の
度合いが大変大きいと言われている（Clark, & Oswald, 1994; 大竹 , 2004）。したがって、個人
における幸福の度合いは客観的な指標で測定するのではなく、主観的であるという前提に立っ
た上で、満足できる（satisfy）、すばらしい（excellent）、重要である（important）、理想に近
い（close to my ideal）、変えたいことはほとんどない（change almost nothing）を幸福感の
程度にしている（Diener, 1984）。すなわち幸福の研究は、主観的幸福（subjective well-being）
を対象とすることが多い。またその測定には Satisfaction with Life Scale（SWLS）などが多
く用いられている（Diener, Emmons, Larsen, & Griffin, 1985）。これは、客観的側面と主観
的側面との両方が相互に作用しているとする career success との大きな違いである。しかし、
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　幸福の度合いは、国によって異なっている（Diener, E., Diener, M., & Diener, C., 1995; 
Diener, & Shu, 1999）。日本は他国に比較して、幸福度は低い方であるが、そのような中で、
日本国内の約 1,500 人を対象としたインターネット調査が実施され、因子分析の結果、幸福の
4 因子が抽出された（蓮沼, 2012; 前野, 2013）。それは第 1 因子「やってみよう！」因子（自己























アという長期の満足や career success を表現するものではなく、一瞬や一時の精神状態である。
つぎに職務満足が挙げられるが、これもせいぜい数年間という時間である。なぜならば昇進昇
格や配置転換、ジョブローテーション、転職などで、職務が比較的頻繁に変わるからである。







を問う場合には、subjective career success にアプローチすることに一定の合理性があるとい
えるだろう。
　一方で、キャリアの期間は、100 年人生に伴って長期化している。したがってこれまでの、




ての SWLS を援用することで、career success を仕事人生における幸福に関する研究として
取り組んでいくことが今後の課題である。
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